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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第３四半期連結
累計期間

第11期
第３四半期連結
累計期間

第10期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 3,184,451 5,732,491 4,872,041

経常利益 （千円） 518,748 1,568,810 840,735

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 304,118 1,021,822 437,139

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 387,374 1,019,828 368,141

純資産額 （千円） 2,079,745 2,758,069 2,060,512

総資産額 （千円） 5,419,707 7,149,539 5,642,371

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 13.34 44.84 19.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 38.4 38.6 36.5

 

回次
第10期

第３四半期連結
連結会計期間

第11期
第３四半期連結
連結会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.94 12.06

 

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

５．当社は平成28年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。第10期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。主要な関係会社における異動は以下のとおりであります。

 

(ＣＲＯ事業)

　平成27年11月に、当社100％出資の連結子会社であるLINICAL TAIWAN CO., LTD.が、シンガポールに同社全額出資

による子会社Linical Singapore Pte. Ltd.を設立し、連結子会社といたしました。

　　この結果、平成27年12月31日現在では、当社グループは、当社及び子会社10社より構成されています。

 

なお、第１四半期連結会計期間より従来のセグメントの名称を変更し、「ＣＳＯ事業」を「育薬事業」としており

ます。本セグメント名称の変更がセグメント情報に与える影響はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号平成25年９月13日）等

を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績や雇用環境の改善が見られ、景気は緩やかな回復傾

向が続きました。一方で、中国の景気減速や原油安の影響が世界的に波及する懸念もあり、先行きの不透明な状況

は続いております。

　また、医薬品業界におきましては、薬価基準の引き下げや後発品の普及促進などの薬剤費削減策の強化、主力製

品の特許切れ問題及び世界的な新薬の承認審査の厳格化などにより、医薬品開発の競争はますます激化しておりま

す。

　当社グループが属する医薬品開発業務受託（ＣＲＯ；Contract Research Organization）業界及び医薬品販売支

援（ＣＳＯ；Contract Sales Organization）業界は、医薬品開発・販売のアウトソーシング化及び国際共同治験

（注１）の増加を背景として、市場規模は緩やかに拡大しております。

　このような環境の下、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は5,732百万円（前年同四半期比80.0％

増）、営業利益は1,575百万円（前年同四半期比216.4％増）、経常利益は1,568百万円（前年同四半期比202.4％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,021百万円（前年同四半期比236.0％増）と増収増益となりました。

（注１）「国際共同治験」とは、主要市場国における早期・同時上市を図るため、臨床試験を複数の国または地域

において同時並行的に行うことをいいます。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ＣＲＯ事業

 当社グループのＣＲＯ事業につきましては、日本、アジア、米国、欧州におけるグローバル受託体制の構築を

強力に推進したことにより、国内案件、海外案件及び国際共同治験のいずれも受注が好調を維持したため、日本

の業績好調に加えて、海外子会社の大幅な赤字額の縮小及び黒字化を達成し、売上及び利益が大幅に増加しまし

た。この結果、売上高は5,336百万円（前年同四半期比82.8％増）、営業利益は2,109百万円（前年同四半期比

158.0％増）となりました。

②育薬事業（注２）

　当社グループの育薬事業につきましては、製販後の臨床研究を中心とした案件の受託により人員の稼働率が上

昇した結果、売上及び利益に貢献することとなりました。この結果、売上高は396百万円（前年同四半期比

49.2％増）、営業利益は146百万円（前年同四半期比89.0％増）となりました。

（注２）第１四半期連結会計期間より従来のセグメントの名称を変更し、「ＣＳＯ事業」を「育薬事業」として

おります。
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(2）財政状態の分析

①　資産の部

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ1,507百万円（26.7％）増加し、

7,149百万円となりました。これは、主に現金及び預金、売掛金の増加等によるものであります。

②　負債の部

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ809百万円（22.6％）増加し、

4,391百万円となりました。これは、主に預り金の増加等によるものであります。

③　純資産の部

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ697百万円（33.9％）増加し、

2,758百万円となりました。これは、主に四半期純利益の計上による利益剰余金の増加及び配当金の支払による

利益剰余金の減少によるものであります。

 

(3）経営成績の分析

①　売上高

当第３四半期連結累計期間の売上高は、(1）業績の状況に記載の要因により、5,732百万円（前年同四半期比

80.0％増）となりました。

②　売上原価

当第３四半期連結累計期間の売上原価は、主に治験業務受託件数の拡大に備え人員を増加させた結果、3,111

百万円（前年同四半期比48.9％増）となりました。

③　販売費及び一般管理費

当第３四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は、主に前期買収した欧州子会社を中心とする子会社関連

費用が増加した結果、1,045百万円（前年同四半期比75.0％増）となりました。

④　営業利益

当第３四半期連結累計期間の営業利益は、売上高の増加が売上原価並びに販売費及び一般管理費の増加を上回

った結果、1,575百万円（前年同四半期比216.4％増）となりました。

⑤　経常利益

当第３四半期連結累計期間の経常利益は、営業利益が増加した結果、1,568百万円（前年同四半期比202.4％

増）となりました。

⑥　税金等調整前四半期純利益

当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は、経常利益が増加した結果、1,568百万円（前年同

四半期比202.7％増）となりました。

⑦　親会社株主に帰属する四半期純利益

当第３四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純利益は、税金等調整前四半期純利益が増加した結

果、1,021百万円（前年同四半期比236.0%増）となりました。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

(6）経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありませ

ん。

　引き続き、当社グループは受託業務の選択と集中を推し進めることによって既存のＣＲＯとの差別化を図り、大

手製薬会社と同等の立場で医薬品開発を実行・サポートできる知識・技術・経験を有するＣＲＯすなわち「ＣＤＯ

（Contract Development Organization）」を目指していく方針であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,800,000

計 24,800,000

（注）平成27年11月30日開催の取締役会決議により、平成28年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって行う

株式分割と、これに伴う定款変更が行われ、発行可能株式総数は普通株式が24,800,000株増加し、49,600,000株と

なっております。

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,370,000 24,740,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

であります。

計 12,370,000 24,740,000 － －

（注）平成28年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。これにより発行済株式

総数は12,370,000株増加し、24,740,000株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 12,370,000 － 214,043 － 73,000

（注）平成28年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。これにより発行済株式

総数は12,370,000株増加し、24,740,000株となっております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   975,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,392,400 113,924 単元株式数（100株）

単元未満株式 普通株式　　 2,600 － －

発行済株式総数 　　　 12,370,000 － －

総株主の議決権 － 113,924 －

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社リニカル
大阪市淀川区宮原一丁目

６番１号
975,000 － 975,000 7.88

計 － 975,000 － 975,000 7.88

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,754,964 2,848,080

売掛金 1,177,894 1,884,650

有価証券 1,065 1,065

前払費用 52,559 76,911

繰延税金資産 55,703 45,110

立替金 90,564 166,209

その他 268,235 44,413

貸倒引当金 △14 △177

流動資産合計 3,400,971 5,066,265

固定資産   

有形固定資産 52,625 72,515

無形固定資産   

のれん 1,509,258 1,277,896

その他 246,402 276,005

無形固定資産合計 1,755,661 1,553,902

投資その他の資産   

差入保証金 280,212 287,347

その他 152,900 169,509

投資その他の資産合計 433,113 456,856

固定資産合計 2,241,399 2,083,274

資産合計 5,642,371 7,149,539

負債の部   

流動負債   

短期借入金 - 120,000

1年内返済予定の長期借入金 157,468 139,968

1年内償還予定の社債 350,000 -

未払金 376,802 315,904

未払費用 116,919 139,152

未払法人税等 228,631 403,037

未払消費税等 175,903 135,248

前受金 305,890 347,730

預り金 222,414 1,186,760

賞与引当金 108,579 74,271

その他 17,594 48,225

流動負債合計 2,060,203 2,910,298

固定負債   

長期借入金 1,213,376 1,108,400

退職給付に係る負債 235,932 269,003

その他 72,345 103,767

固定負債合計 1,521,654 1,481,171

負債合計 3,581,858 4,391,470
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 214,043 214,043

資本剰余金 73,000 73,000

利益剰余金 2,120,314 2,799,515

自己株式 △289,174 △289,174

株主資本合計 2,118,182 2,797,384

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △57,669 △39,314

その他の包括利益累計額合計 △57,669 △39,314

純資産合計 2,060,512 2,758,069

負債純資産合計 5,642,371 7,149,539
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 3,184,451 5,732,491

売上原価 2,089,046 3,111,332

売上総利益 1,095,404 2,621,158

販売費及び一般管理費 597,333 1,045,388

営業利益 498,071 1,575,770

営業外収益   

受取利息 755 613

為替差益 23,381 7,452

営業外収益合計 24,137 8,065

営業外費用   

支払利息 3,459 6,567

投資有価証券評価損 － 8,458

営業外費用合計 3,459 15,025

経常利益 518,748 1,568,810

特別損失   

固定資産除却損 395 -

特別損失合計 395 -

税金等調整前四半期純利益 518,353 1,568,810

法人税、住民税及び事業税 205,791 553,069

法人税等調整額 8,443 △6,081

法人税等合計 214,234 546,987

四半期純利益 304,118 1,021,822

親会社株主に帰属する四半期純利益 304,118 1,021,822
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 304,118 1,021,822

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 83,255 △1,994

その他の包括利益合計 83,255 △1,994

四半期包括利益 387,374 1,019,828

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 387,374 1,019,828
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　平成27年11月に、当社100％出資の連結子会社であるLINICAL TAIWAN CO., LTD.が、シンガポールに同社全額出

資による子会社Linical Singapore Pte. Ltd.を設立したため、連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを

行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(3)、連結会計基準第44－５項(3)及び事

業分離等会計基準第57－４項(3)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方針を

遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を利益剰余金に加減しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん162,743千円が減少し、為替換算調整勘定20,349千

円が増加するとともに、利益剰余金が183,092千円減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に及ぼす影響は軽微であります。

 

（会計上の見積りの変更）

　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 13,710千円 63,961千円

のれんの償却額 21,663 75,940
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月26日

取締役会
普通株式 159,528 14.00 平成26年３月31日 平成26年６月23日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月29日

取締役会
普通株式 159,528 14.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 ＣＲＯ事業 育薬事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,918,871 265,579 3,184,451 － 3,184,451

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 2,918,871 265,579 3,184,451 － 3,184,451

セグメント利益 817,382 77,629 895,012 △396,941 498,071

（注）１．セグメント利益の調整額△396,941千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「ＣＲＯ事業」セグメントにおいて、Nuvisan CDD Holding GmbH（LINICAL Europe Holding GmbHに

商号変更済み）の株式を取得したことにより、のれんの金額に重要な変動が生じております。当該事象

によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては1,802,905千円であります。

　なお、当第３四半期連結財務諸表作成時点における入手可能な合理的情報に基づいて、暫定的な会計

処理を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 ＣＲＯ事業 育薬事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,336,247 396,243 5,732,491 － 5,732,491

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 5,336,247 396,243 5,732,491 － 5,732,491

セグメント利益 2,109,121 146,756 2,255,878 △680,108 1,575,770

（注）１．セグメント利益の調整額△680,108千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（セグメント名称の変更）

　第１四半期連結会計期間より、従来のセグメントの名称を変更し、「ＣＳＯ事業」を「育薬事業」と

しております。本セグメント名称の変更がセグメント情報に与える影響はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 13円34銭 44円84銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 304,118 1,021,822

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
304,118 1,021,822

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,789 22,789

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.当社は平成28年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　当社は、平成27年11月30日開催の取締役会における決議に基づき、平成28年１月１日付で、株式分割及び株式

分割に伴う定款の一部変更を行っております。

１.株式分割の目的及び定款変更の理由

　当社株式の流動性を高めて、投資家の皆様により投資しやすい環境を整えるとともに、投資家層の拡大を図る

ことを目的としております。

　この株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、平成28年１月１日をもって当社の定款第６条の発

行可能株式総数を変更しました。

２.株式分割の概要

（1）分割の方法

　平成27年12月31日（木）を基準日とし、同日（同日は株主名簿管理人の休業日につき、実質的には平成27年12

月30日（水））の最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有普通株式１株につき、２株の割合をもって

分割しました。

（2）分割により増加した株式数

①株式分割前の発行済株式総数　　　　12,370,000株

②今回の分割により増加した株式数　　12,370,000株

③株式分割後の発行済株式総数　　　　24,740,000株

④株式分割後の発行可能株式総数　　　49,600,000株

 

３.株式分割の日程

（1）基準日公告日　　　平成27年12月16日（水）

（2）基準日　　　　　　平成27年12月31日（木）

　　 ※当日は株主名簿管理人の休業日につき、実質的には平成27年12月30日

（3）効力発生日　　　　平成28年１月１日（金）

 

４.１株当たり情報に及ぼす影響

１株当たり情報に及ぼす影響につきましては、「（１株当たり情報）」に反映しております。

 

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

 平成28年２月12日

株式会社　リニカル  
 

 取締役会　御中  
 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　目細　　実　　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 　髙見　勝文　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リニカ

ルの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リニカル及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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